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ふ るさと・ 加 治 川

川の成り立ちといま

加治川の水

加治川は、水の害から私たちを守り、
たくさんの恵みをくれるふるさとの川です。

加治川治水記念公園周辺

利用していただくために
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ライトアップ

桜と菜の花みちから見る田園風景

　加治川の桜並木は、春の開花にはじまり、新緑、蝉し

ぐれ、紅葉、冬木立と、さまざまな表情を見せてくれま

す。上流に目をやれば、飯豊、二王子岳の山並み。並木

の間には広々とした北蒲原平野が広がります。川面を

わたる風や草木の匂いに季節を感じながら桜みちを

行くと、いろいろなものを見つけることができます。

　加治川治水記念公園は、下越、羽越の二つの大きな水害のあと行われ
た河川改修事業の竣工を記念して作られました。園内には、桜堤の復元を
願って植えられた桜が並ぶ広場があり、春の桜まつりの会場になっていま
す。加治川の治水の歴史を伝える水門も保存されています。

　加治川分水門は、分水路開削のときに、もとの加治川と分水路のそれ
ぞれに流す水量を調整するために作られました。もとの加治川に向かう
運河水門から、農業用水など下流で必要な水が流されたほか、物資を
運ぶ舟も通りました。分水路へ向かう土砂吐水門は、洪水を分水路を通
して素早く日本海へ流しました。
　水害のあと、分水路が加治川の本川として改修され、もとの加治川は
派川となり、分水門はその役割を終えましたが、今も治水記念公園のな
かにあって、石造りの堂々とした姿で、加治川の治水の歴史を伝えてい
ます。
　それぞれ４つずつある運河水門と土砂吐水門は、平成２４年に歴史的
構造物として、土木遺産に認定されました。

　低い土地が広がる加治川の下流沿岸一帯は、かつて海岸砂丘に川水が行く手を阻まれ、洪水が繰り返し起きてい
ました。このため、人々は、ここを住みやすい土地にしようと、幾たびも川の流れを変えてきました。
　関ヶ原の合戦以前とも伝えられる「仏島の開削」で、それまで五十公野丘陵の南から現在の新発田市街地へ流れ
ていた佐々木川を狭め、丘陵の北を流れ姫田川などを支流におさめる流れに切り替えました。これが加治川のはじ
まりです。その後も沿岸に暮らす人々は、享保年間の「二ツ山の開削」など、機械などない時代に、手作業で川の流れ
を替える工事を重ね、雪解け水や豪雨がもたらす洪水に挑み続けてきました。
　大正三年、ついに砂丘を貫いて日本海へ直接流れ出る加治川分水路を掘り抜きました。こうして現在の加治川が
形づくられ、人々がこうむる洪水の苦しみは大幅に軽減されたのです。

　加治川は、流域の多くを緑豊かな山林が占め、市街地や工場などをほとんど含みません。山林は多くの雨水をたくわ
えます。これが少しずつ流れ出るので、川の水は枯れることがありません。地層深くにまでしみこんだ水は、ゆっくりろ
過されて清水となって湧き出ます。これらを集める川の水はとても清らかです。
　大半を加治川の水をもとにつくられる新発田市の水道水は、ほとんどの検査項目で、国の基準の１０倍以上の安全
性を示しています。
　また、清流加治川では、多くの汚れた川では姿を消してしまった希少生物も生息するなど、今なお豊かな生態系が守
られています。

　山に降った雨は、澄んだ渓流水となって流れ出ます。これを
加治川が集めます。

　戦国時代末期の武将上杉景勝ゆかりの清水。加治川流域に
は、さまざまな謂われの名水がいくつもあります。

　加治川分水路が完成したことで、洪水の発生は大幅に減りましたが、下越水害、羽越水害で、下流沿岸一帯
は、またしても壊滅的な被害を受けました。
　こうした水害が二度と繰り返されないよう、より多くの雨水を流すために川幅を拡げ、まっすぐな流れにする
河川改修と、それでも流しきれない水を上流で一時的にためておく加治川治水ダムと内の倉ダムの建設が取
り組まれました。これらの工事によって、川は毎秒最大2千立法メートルの水を日本海へ流し出し、二つのダム
に合わせて最大４，020万立方メートルもの雨水を貯めることができるようになりました。これらによって、加
治川の洪水に対する安全性は格段に向上しています。

　加治川の清らかな水から生まれる安全でおいしい水道水を、多くの市民が生活用水として使っています。学
校や病院、多くの会社や工場でも、いろいろな形で使っています。
　新発田市には、良質な水が必要な食品会社や酒造会社が多くあります。そして、その原料となる農産物の生
産もさかんです。これらも加治川の清らかな水のおかげと言えるでしょう。

水を利用するための仕組み

川の遊び

　川の水を利用するために、水を堰上げ堤防を通して取り込む頭首工と呼ばれる仕組みが作られています。こ
の一つの加治川第２頭首工を桜みちから見ることができます。頭首工から取り込まれた水は水路を通って必要
とされる場所に運ばれます。
　また、川の水量が減ったときに補うための水を貯めておく内の倉ダムが、上流の支川内ノ倉川に作られています。

　かつて加治川は、沿岸に暮らす人たちの遊び場で
もありました。今も岡田の天然プールや滝谷森林公
園で、川に入って遊ぶことができます。
　でも、いまの加治川には危険な場所もたくさんあ
ります。川遊びには、安全な場所を選んで、川をよく
知っている人に話しをきいたり付き添ってもらったり
してください。

四季の桜並木

　加治川の桜並木は、植樹帯とよばれる桜を植えるために堤防の幅をひ
ろげる形で土を盛ったところにきれいに並んでいて、四季折々の表情で
みなさんを迎えてくれます。暑い夏には、木陰を作って、行く人を日射しか
ら守ってくれます。

牧草地

　河川改修によって、加治川の幅が拡げられたことで、高水敷とよばれる
普段は水の流れないところが現れました。ここを利用して牧草が育てられ
ています。初夏と秋に牧草は機械で収獲され、大きなマシュマロのような
白い袋に詰め込まれてころがります。

田園風景・菜の花

アンダーパス 駐　車　場

　桜みちのある加治川下流の一帯は、豊かな田園地帯です。川が運んだ
肥沃な土壌でおいしい農作物が育ちます。また、春には右岸側堤防に桜と
一緒に菜の花が咲いている景色が楽しめます。

水辺の散歩道

　派川となったもとの加治川の両岸にも、桜並木がつくられました。いま
は、並木の間にせせらぎ水路がつくられ、水とふれあえる憩いの場になっ
ています。開花期には、ライトアップされた夜桜を楽しむことができます。
ここでは、ソメイヨシノのほかにも多くの種類の桜の花を眺めることがで
きます。ここから派川加治川沿いは水辺の散歩道になっています。

橋
　桜みちから、7つの道路橋と一つ
の鉄橋をみることができます。日本
海東北自動車道は、みちの上空を通
ります。羽越本線の鉄橋は、度重なる
水害にも耐えてきた石造りの頑丈な
橋脚に支えられています。加治川橋
には、並行して歩道橋が架かってい
ます。

　案内板は、８箇所にあって、加治川の桜の歴史をはじめ川にまつわるいろいろな情報を載せていま
す。距離標はおおむね５００ｍの間隔で、左岸のものは治水記念公園と安全橋までの、右岸のものは
紫雲寺橋と加治大橋までの距離を標示しています。案内板で一休みしながら、距離標を目安に楽しく
桜みちを利用してください。

桜みちには、みなさんに快適に利用していただくための、いろいろな工夫があります。

加治川治水ダム：豪雨に備え、ふだんは水を貯めていません

市民プール 日本酒の醸造室

加治川第２頭首工 内の倉ダム

天然プール

加治川と姫田川の合流地点：支川も含めて川幅が拡げられました。

　派川となったもとの加治川は、水の量は減りましたが、いまも、絶えることのない流れで貴重な水辺を提供
しています。治水記念公園から聖籠緑地まで、川に沿って約４.4kmの水辺の散歩道が作られていて、歩きな
がら水鳥の姿や川と水田が織りなす田園風景を楽しむことができます。

派川加治川の水辺（県道網代新発田線側）

渓流水 景勝
清水

桜並木のある散歩道（治水記念公園側）

　鉄橋と交通量の多
い国道７号も、桜みち
が橋の下をくぐるアン
ダーパスになっている
ので、安全に通りぬけ
ることができます。

　加治川治水記念公
園の大型駐車場のほ
か、所々に8つの駐車
場が用意されている
ので、見たい景色の場
所にいったり、少しず
つ歩いたりと、目的に
合わせて利用してくだ
さい。

桜の古木
一本だけのこる大正のはじめに
植えられた桜です。

加治川治水碑
加治川分水路
完成を記念して、
地域の治水の
歴史を伝えています。

江戸時代以前江戸時代以前

二ツ山開削（享保１２年（1727年））二ツ山開削（享保１２年（1727年）） 加治川分水路完成（大正３年（1914年））加治川分水路完成（大正３年（1914年））

（　　　　人が掘ったところ）（　　　　人が掘ったところ）

仏島の開削（詳しい年代は不明）仏島の開削（詳しい年代は不明）

案内板と距離標


